種吉の 女房に 掛け合う と、 女房のお 辰 は種吉 とは大 

分 違って、 借金 取の 動作に 注意の 目 をく ばった。 催促 

の 身振りが 余って 腰掛けて いる 板の間 をち よ つと でも 

たたく と、 お 辰 はす かさず、 「人 さまの 家の 板の間た た 

いて、 あんた、 それでよ ろしお まん のん か」 と 血相 か 

える のだった。 「そこ は 家の 神様が 宿った はると こ 

だっせ」 

しばい 

芝居の つもり だが それでも やはり 興奮す るの か、 声 

に泪 がま じる 位で あるから、 相手 は 驚いて、 「無茶い 

いな はん ナ、 何も 私 はたた かしま へんぜ」 とむ しろ 開 

おしもんどう 

き 直り、 二三 S 押 問答の あげく、 結局お 辰 はいい 負け 



なか 評判よ かった が、 そのため 損 をして いるよう だつ 

た。 蓮根で も _^篛 でもす こぶる 厚 身で、 お 辰の 目に も 

引き合わ ぬと 見えた が、 種吉は 算盤お いてみ て、 「七厘 

の 元 を 一 銭に 商って 損する わけはない」 家に 金の 残ら 

ぬの は 前々 の 借金で 毎日の 売上げ が 喰 込んで 行く ため 

だとの 種吉の 言い分 はもつ ともだった が、 しかし、 十 

二 歳の 蝶 子に は、 父親の 算盤に は 炭 代 ゃ醬油 代が は 

いって いないと 知れた。 

天婦羅 だけで は 立ち行か ぬから、 近所に 葬式が ある 

たびに、 駕籠 かき 人足に 雇われた。 氏神の 夏祭に は、 

おお ぢ ようちん 

水着 を 着て お宮の 大提燈 を 担いで 練る と、 日当 九十 



よろい 

銭に なった。 鎧 を 着る と 三十 銭 あがりだった。 種吉 

の 留守に はお 辰が 天婦羅 を 揚げた。 お 辰 は 存分に 材料 

しまつ かたみ 

を 節約した から、 祭の 日 通り 掛 りに 見て、 種吉は 肩身 

せま あせ 

の 狭い 想い をし、 鎧の 下 を 汗が 走った。 

びんぼう お 

よくよく 貧乏した ので、 蝶 子が 小学校 を卒 える と、 

じょちゅう ぼうこう がた ろ 

あわてて 女中 奉公に 出した。 俗に、 河童 横町の 材木 

屋の 主人から 随分と 良い 条件で 話が あつたので、 お 辰 

の 頭に 思いが けぬ 血色が 出た が、 ゆくゆく は 妾に し 

ろと の^が 読め て 父親 は うんと 言わず、 日本 橋 三 丁目 

の 古着 屋へ ばかに 悪い 条件 で 女中 奉公 させた。 河童 横 

むかし かつば す きら 

町 は 昔 河童 が 棲んで いたと いわれ、 忌 われて 



新地のお 茶屋へ おちよ ぼ (芸者の 下地 ツ子) にやった。 

種吉の 手に 五十 円の 金が はいり、 これ は 借金 払いで 

まと 

みるみる 消えた が、 あとに も 先に も 纏まって 受けと つ 

ひだりうちわ 

たの は それき りだつた。 もとより 左団扇の 気持 はな 

かった から、 十七のと き 蝶 子が 芸者に なると 聞いて、 

この 父 はにわ かに 狼狽した。 お披露目 を するとい つて 

しゅうぎ 

もま さか 天婦羅 を 配って 歩く わけに は 行かず、 祝儀、 

いしょう かかえぬ し 

衣裳、 心付けな ど 大変な 物入りで、 のみこんで 抱 主が 

出して くれる の はいいが、 それ は 前借になる から、 い 

しば かんじょう 

わば 蝶 子 を 縛る 勘定に なると、 反対した。 が、 結局 持 

かんきょう 

前の 陽気 好きの 気性が 環境 に 染まって 是非に 芸者に 



あくしゅみ あいきょう 

らしたり して 悪趣味 極まった が、 それが 愛嬌 になった。 

こえ じまん ざしき 

—— 蝶 子 は 声 自慢で、 どんなお 座敷で も 思い切り 声 を 

の ど ふすまが み 

張り上げて 咽喉 や 額に 筋 を 立て、 襖 紙が ふるえる と 

いう 浅ましい 唄い 方 をし、 陽気な 座敷に は 無くて かな 

わぬ 妓 であった から、 はっさい (お転婆) で 売って い 

ひと リ な じ 

たの だ。 —— それでも、 たった 一人、 馴染みの 

やすけ しょう ひんどん や むすこ 

安 化粧品 問屋の 息子に は 何もかも 本当の こと を 言った。 

これやす リ ゆうきち 

維 康柳吉 といい、 女房 も あり、 ことし 四つの 子供 も 

ある 三十 一 歳の 男だった が、 逢い 初めて 三月で もう そ 

んな 仲に なり、 評判 立って、 一本に なった 時の 旦那 を 

しくじった。 中風で 寝て いる 父親に 代って 柳吉が 切り 



あった。 それが 律儀者め いた。 柳吉は いささか 吃りで、 

物 をい うとき 上 を 向いて ちょ つ と 口 を もぐ もぐさせる、 

その 恰好が かねがね 蝶 子に は 思慮 あり 気に 見えて いた。 

蝶 子 は柳吉 をし つかりした 頼もしい 男 だと 思い、 そ 

のように 言い触ら したが、 そのため、 その 仲 は 彼女の 

方から のぼせて 行った といわれても かえす 言葉 はない 

はず だと、 人々 は 取沙汰した。 酔い 癖の 浄瑠璃の サヮ 

リで泣 声 をうな る、 そのと きの 柳 吉の顔 を、 人々 は 正 

当に 判断 づけて いたの だ。 夜店の 二 銭の ドテ焼 (豚の 

皮 身 を 味 噂で 煮つめた もの) が 好きで、 ドテ 焼さん と 

渾名が ついていた くらいだ。 



印 を 蒲団の 下に 隠した ので、 柳吉も 手の つけよう がな 

しょせん 

かった。 所詮、 自由になる 金 は 知れた もので、 得意先 

の 理髪店 を 駆け 廻っての 集金 だけで 細かく やりくりし 

かさ あお 

ていたから、 みるみる 不義理が 嵩んで、 蒼くな つてい 

おとこば 

た。 そんな 柳吉 のと ころへ 蝶 子から 男 履きの 草履 を 

贈って 来た。 添えた 手紙に は、 大分 永い こと 来て 下さ 

らぬ ゆえ、 しん 配して います。 一同 舌 をしたい ゆえ… 

…とあった。 一度 話 をしたい (一同 舌 をしたい) と 柳 

吉 だけが 判読 出来る その 手紙が、 いつの 間に か 病人の 

ち ま v らちと 

ところへ 洩れて しまって、 枕元へ 呼び寄せての 度 重 

ききめ あきら 

なる 意見 も かねがね 効目な しと 諦めて いた 父親 も、 



今度ば かり は、 打つ、 撲 るの 体の 自由が 利かぬ のが 残 

念 だと 涙 すら 浮べ て 腹 を 立てた。 わざと 五 つ の 女の 

ひざ だ 

子 を 膝の 上に 抱き寄せて、 若い 妻 は 上向いて いた。 実 

家へ 帰る 肚を 決めて いた 事で、 わずかに 叫び 出す の を 

こらえて いるよう だった。 うなだれて 柳吉 は、 蝶 子の 

出し や 張り 奴と 肚の 中で 眩 いたが、 しかし、 蝶 子の 気 

持 は 悪く とれなかった。 草履 は 相当 無理 をしたら しく、 

えびすば し てんぐ はなお へび 

戎橋 「天狗」 の 印が はいつ ており 、鼻緒 は 蛇の 皮で あつ 

た。 

I 签の 下の 灰まで 自分の もん や 思たら 大間違い ゃぞ、 

久離 切っての 勘当 …… 」 を 申し渡した 父親の 頑固 は 死 



せんす つ 

は ともあれ、 扇子 を パチパチ させて 突っ立つ ている 柳 

わて しょうかい 

吉を 「この 人 私の 何 や」 と 紹介した。 「へい、 おこし 

やす」 種吉は それ 以上 挨拶が 続かず、 そわそわ してろ 

くろく 顔 もよう 見な か つ た。 

ゆかた そで 

お 辰 は 娘の 顔 を 見た 途端に、 浴衣の 袖 を 顔に あてた。 

泣き止んで、 はじめて 両手 をつ いて、 「このたび は 娘が 

いろいろと …… 」 柳吉に 挨拶し、 「弟の 信 一は 尋常 四 

きょう ひ 

年で 学校へ 上つ とります が、 今日は、 まだ 退けて 来と 

リま へんので」 などと 言うた。 挨拶の 仕様がなかった 

ので、 柳吉は 天候の ことな ど 吃り 勝ちに 言うた。 種吉 

は 氷水 を^^に 行った。 



ぎんば え じょう へ や 

銀蠅の 飛び まわる 四 畳 の 部屋 は 風 も 通らず、 ジ ー 

ンと 音が する ように 蒸し暑 か つ た。 種吉が 氷い ちご を 

さげば こ もくもく 

提 箱に 入れて 持ち帰り、 皆 は 黙々 とそれ をす すった。 

やがて、 東京へ 行って 来た 旨 蝶 子が 言う と、 種吉は 「そ 

ら 大変 や、 東京 は 大地震 や」 吃驚して しまったので、 

それで 話の 糸口 はついた。 避難 列車で 命から がら 逃げ 

て 来たと 聞いて、 両親 は、 えらい 苦労した なと しきり 

に 同情した。 それで、 若い 二人、 とりわけ 柳吉は ほつ 

とした。 「何とお 詫びして ええ やら」 すらすら 彼 は 言 

きょ-つ しゅく 

葉が 出て、 種吉 とお 辰 はすこぶ る 恐縮した。 

母親の 浴衣 を 借りて 着替える と、 蝶 子の 肚は きまつ 



柳吉に 働きが ないから、 自然 蝶 子が 稼ぐ 順序で、 さ 

て 二度の 勤めに 出る 気 もない とすれば、 結局 稼ぐ 道 は 

ャトナ 芸者と 相場が 決って いた。 もと 北の 新地に や は 

り 芸者 をして いたお きんと いう 年増 芸者が 、 今 は高津 

しゅうせんや 

に 一 軒 構えて ャトナ の 周旋屋み たいな こと をして いた- 

えんかい こんれい 

ャトナ というの はい わば 臨時 雇で 宴会 や 婚礼に 出張す 

る 有芸 仲居 のこと で、 芸者 の 花代より は 随分 安上 り だ 

から、 けちく さい 宴会からの 需要が 多く、 おきん は芸 

者 上りの ャトナ 数人と 連絡 をと り、 派出 させて 仲介 

の 分 を はねる と 相当な 儲けに なり、 今では 電話の 一 本 

も 引いて いた。 一 宴会、 夕方から 夜更けまでで 六 円、 



やすぎぶ し おど 

安来 節 を 踊らされた。 それでも 根が 陽気 好きだ けに 大 

して 苦に もなら ず 身 を いれて 勤めて いると、 客が、 芸 

者より まし や。 やはり 悲しかった。 本当の 年 を 聞けば 

吃驚す る ほどの 大年増の 朋輩が、 おひらきの 前に 急に 

祝儀 を 当て こんで 若い 女め いた 身振り をす るの も、 同 

じ ャトナ であって みれば、 ひとごとではなかった。 夜 

更けて 赤電車で 帰った。 日本 橋 一 丁目で 降りて、 

野良 t 犬 や 拾い 屋 (バタ 屋) が 芥箱を あさって いる ほか 

なまぐさ 

に 人通り もな く、 静まり かえった 中に ただ 魚の 生臭い 

しゅうき ただよ 

臭気が 漂うて いる 黒 門 市場の 中 を 通り、 路地へ はい 

ると プンプン 良い 香い がした。 



雪の 道 を 飛んで 帰って みると、 柳吉は 戻って いた。 

ひばち 

火鉢の 前に 中腰に なり、 酒で 染まった 顔 を その 中に 

ようす 

突っ込む ように しょんぼり 坐って いる その 容 子が、 い 

かに も 元気がない と、 一目で わかった。 蝶 子 は ほっと 

ねどこ 

した。 —— 父親 は 柳 吉の姿 を 見るな り、 寝床の 中で、 

ど な せき 

何し に 来たと 呶 鳴りつ けたそう である。 妻 は籍を 抜い 

て 実家に 帰り、 女の子 は 柳吉の 妹の 筆 子が 十八の 年で 

めん ど-つ 

母親 代りに 面倒み ている が、 その子 供に も 会わせても 

ら えなかった。 柳 吉が蝶 子と 世帯 を 持った と 聴いて、 

おこ ちょうしょう 

父親 は 怒る というよりも 柳吉を 嘲笑し、 また、 蝶 子 

のこと につ いて かなり ひどい 事 を 言 つたと いう こと 



だった。 —— 蝶 子 は 「私の こと 悪う 言 やはんの は 無理 

お ま へん」 としんみ りした。 が、 肚の 中で は、 私の 力 

で 柳吉を 一人前に してみ せまつ さかい、 心配し な はん 

なと ひそかに 柳吉の 父親に 向つ て 眩く 気持 を 持った。 

あとがま 

自身に も 言い 聴かせて 「私 は 何も 前の 奥さんの 後签に 

坐る つもり や あら へん、 維康を 一 人前の 男に 出世 させ 

たら 本望 や」 そう 思う こと は 涙 を そそる 快感 だ つ た。 

その 気持の 張りと 柳吉が 帰って来た 喜びと で、 その 夜 

てんじょ-つ 

興奮して 眠れず、 眼 を ピカピ 力 光らせて 低い 天井 を 

睨んで いた。 

まえまえから、 蝶 子 は チラ シを裰 じて 家計 を 作り、 



ほうれん 草 三 銭、 風呂 銭 三 銭、 ちり紙 四 銭、 などと 毎 

日 の 入費 を 書き 込んで 世帯 を 切り詰め、 柳吉 の 毎日の 

小遣い 以外に 無駄な 費用 は 慎んで、 ャトナ の 儲けの 

半分ぐ らい は 貯金して いたが、 そのこと があって から、 

貯金に 対する 気の 配り 方 も 違って 来た。 一 銭 一 一 銭の 金 

も 使い 惜しみ、 半襟 も 垢 じみた。 正月 を 当て こんで う 

んと 材料 を 仕入れる の だとて、 種吉が 仕入れの 金 を 無 

心に 来る と、 I 私に は 金みたい な もん あら へん」 種吉と 

入れ 代って お 辰が 「維康 さんに カフェた らいうと こィ 

行かす 金あって も か」 と 言いに 来たが、 うんと 言わな 

かった。 



たまし い 

新地へ はまり こんで、 二日、 使い 果して 魂 の 抜けた 

男の ように とぼとぼ 黒門巿 場の 路地 裏長屋へ 帰って来 

た。 「帰る とこ、 よう 忘れん かった こっち やな」 そう 

くびすじ 

言って 蝶 子 は 頸筋 を 握んで 突き倒し、 肩 をた たく 時の 

要領で、 頭 を こっこった たいた。 「おばはん、 何 すん ね 

ん、 無茶し な」 しかし、 抵抗す る 元気 もない かの よう 

だった。 二日酔いで 頭が あばれと ると、 蒲団に くる 

うな 

ま つ てうん うん 吟 5 つてい る 柳 吉の顔 を ピシャ リと撲 つ 

きょう やまこえん 

て、 何となく 外へ 出た。 千日 前の 愛 進 館で 京 山 小 円の 

浪花節 を 聴いた が、 一 人で は 面白い とも 思えず、 出る 

と、 この 一 一三 日 飯 も 咽喉へ 通らなかった ことと て 急に 



り 込まねば ならぬ と 宴会の 幹事が 思う くらいであった。 

祝儀 はしかし、 朋輩と 山分け だから、 随分と 引き合わ 

ぬ 勘定 だが、 それだけに 朋輩の 気受け はよ かった。 蝶 

子 はん 蝶 子 はんと 奉 られ るので 良い 気になって、 朋 

輩へ 二 円、 三 円と 小銭 を 貸した が、 渡すな リ 後悔して、 

さすがに はっきり 催促 出来なかった から、 何かと べん 

ちゃら (お世辞) して、 はよ 返して くれと いう 想い を 

それとなく 見せる のだった。 五十 銭の 金に もちく ちく 

胸の 痛む 気がした が、 柳吉 にだけ は、 小遣い をせ びら 

れ ると 気前よ く 渡した。 柳吉は 毎日が いかにも 面白く 

ないようで、 殊に こっそり 梅 田 新道へ 出掛けた らしい 



日 は 帰って からの ふさぎ 方が 目立った ので、 蝶 子 は 何 

かと 気 を 使 つた。 父の 勘気が とけぬ ， J とが 憂鬱 の 原因 

らしく、 そのこと に ひそかに 安堵す るよりも 気持の 負 

担の 方が 大きかった。 それで、 柳吉 がしば しば カフェ 

へ 行く と 知っても、 なるべく 焼餅 を 焼かぬ ように 心掛 

けた。 黙って 金 を 渡す ときの 気持 は、 人が 思って いる 

ほどに は 平気ではなかった。 

実家に 帰って いると いう 柳吉の 妻が、 肺で 死んだ と 

うわさ えんむす 

いう 噂 を 聴く と、 蝶 子 はこつ そり 法 善 寺の 「縁結び」 

まい ろうそく 

に詣 つて 蠟燭 など 思い切った 寄進 をした。 その代り、 

寝覚めの 悪い 気持が したので、 戒名 を 聞いたり して 



ル ロイド 人形の 内職 をし、 弟の 信 一は 夕刊 売り をして 

いた こと は 蝶 子 も 知ってい たが、 それにしても どうし 

て 工面して 払った のかと、 瞼が 熱くな つた。 それで、 

はじめて 弟に 五十 銭、 お 辰に 三 円、 種 吉に五 円、 それ 

ぞれ くれてやる 気が 出た。 そこで 貯金 はちょう ど 三百 

円に なった。 そのうち、 柳吉が 芸者 遊びに 百 円 ほど 

使った ので、 二百 円に 減った。 蝶 子 は 泣け もしな かつ 

まんなか 

た。 夕方 電灯 もっけぬ 暗い 六 畳の 間の 真中に ぺ たりと 

坐り込み、 腕ぐ みして 肩で 息をしながら、 障子紙の 破 

ばち 

れた ところ を じっと 睨んで いた。 柳吉は 三味線の 撥で 

あ-と おさ 

撲られ た 跡 を 押えよう ともせず、 ごろごろ していた。 



しま つ 

もうこれ 以上 節約の 仕様 もなかつ たが、 それでも 早 

くその 百 円 を 取り戻さ ねばなら ぬと、 いろいろに 工夫 

した。 商売道具の 衣裳 も、 よほどせ つば 詰れば 染 替え 

をす るく らいで、 あと は 季節 季節 の 変り 目，、 ^ J と に 質屋 

での 出し入れで 何とか やりくりし、 舆服屋 に 物言う の 

も はばかる ほどであった お蔭で、 半年 経たぬ うちに 

やっと 元の 額に なった の を 機会に、 いつまでも 二階 借 

あなど やきいも や 

リ していて は 人に 侮られる、 一軒 借りて 焼芋 屋 でも 

何でも 良い から 商売しょう とさ つ そく 柳吉に 持ち かけ 

ると、 「そう やな」 気の 無い 返事だった が、 しかし、 あ 

くる 日から 彼 は 黙々 として 立ち まわり、 高津 神社 坂 下 



まつ さかいな」 と 言い、 これ は柳吉 のこと を 褒めた つ 

たす き ちんれつだな ふ 

もりだった。 櫸 がけで こそこそ 陳列棚の 拭き掃除 を 

している 柳 吉の姿 は 見よう によって は、 随分 男らしく 

もなかつ たが、 女た ちはい ずれ も 感心し、 維康 さん も 

慾が 出る と なかなかの 働き者 だ と 思った。 

はちまき 

開店の 朝、 向う 鉢巻で もしたい 気持で 蝶 子 は 店の 間 

ひるごろ 

に 坐って いた。 午 頃、 さっぱり 客が 来え へんな と柳吉 

は 心細い 声 を 出した が、 それに 答えず、 眼 を 皿の よう 

にして 表 を 通る 人 を 睨んで いた。 午過ぎ、 やっと 客が 

きて 安全の 替刃ー 枚 六 銭の 売上げ だった。 「まいどお 

うすきみ わる 

おけに」 「ど ぅぞ) J ひいきに」 夫婦が かりで 薄気味悪 い 



めいせん 

て みれば、 たとえ 銘仙の 一 枚で も 買って やらねば 義理 

が 悪い の だが、 我慢して ひたすら 貯金に 努めた。 もう 

かたき 

一 度、 一 軒 店の 商売 をし なければ ならぬ と、 親の 仇 を 

とる ような 気持で、 われながら 浅ましかった。 

さん 年 経つ と、 やっと 二百 円た まった。 柳吉が 腸が 

痛む というので 時々 医者 通いし、 そのため 入費が 嵩ん 

で、 歯がゆい ほど、 金 はた まらなかった の だ。 二百 円 

出来た ので、 柳吉に 「なん ぞ ええ 商売ない やろ か」 と 

はしたがね 

相談した が、 こんど は 「そんな 端金で は どない も 仕様 

がない」 と 乗気に ならず、 ある 日、 そのうち 五十 円の 

金 を 飛 田の 廓で 瞬く間に K つてし まった。 四 五日 ま 



けずって いるの を 見て、 亭主に そんな こと を させて 良 

いもん かと ほとんど 口に 出かかった。 好みの 味に する 

ため、 わざ わざ 鰹節け ずり ま で 自分の 手で しなければ 

収まらぬ 柳 吉の食 意地の 汚さな ど、 知らなかった の だ。 

担ぎ屋 も 同感で、 いっか 蝶 子、 柳吉と 三人 連れ立って 

千日 前 へ 浪花節 を 聴きに 行 つたと き、 立て込んだ 寄席 

の 中で、 誰かに i、5 戯 をされ たと て、 キヤ ッ ー と 大声 を 

出して 騒ぎ まわった 蝶 子 を 見て、 えらい 女 やと 思い、 

体裁の 悪そう な 顔で 目 をし よ ぼしょ ぼ させて いる 柳吉 

に ほと ほと 同情した、 と 帰って 女房に 言った。 「あれ 

きら 

では 今に 維康 さんに 嫌われる やろ」 夫婦 は ひそひそ 語 



込むな り、 毎日 膝 詰の 談判 を やった ところ、 一向に 効 

目がない。 妻 を 捨て、 子 も 捨てて 好きな 女と 一緒に 暮 

している 身に 勝 目 はない が、 廃嫡 は 廃嫡で も 貰う だけ 

おも て こ 

の もの は 貰わぬ と、 後へ は 行けぬ 思て 梃子で も 動かへ 

おやじ 

ん なんだ が、 親父の 言 分 はどう や。 蝶 子、 お前 気にし 

た あ かんぜ。 「あんな 女と 一緒に 暮 している 者に 金 を 

やっても 死 金 同然 や、 結局 女に 欺され て 奪ら れて しま 

うが 落ち や、 ほしければ 女と 別れろ」 こない 言うた き 

リ 親父 はもう 物 も 言いく さらん。 そこで、 蝶 子、 ここ 

は 一番 芝居 を 打つ こっち や。 別れた、 女 も 別れる 言う 

う-ま もろ 

てます と 巧く 親父 を 欺して 貰う だけの もの は 貰たら、 



あと は 廃嫡で も 灰神楽で も、 その 金で 気楽な 商売で も 

すえな ご ともしらが 

やって 二人 末 永う 共白髪まで 暮そ うやない か。 いつま 

でもお 前に ャトナ させと くの も 可哀想 や。 それで 蝶 子、 

あした 

明日 家の 使の 者が 来よ つたら、 別れ まつ さと きっぱり 

ほん ま 

言う て 欲し いん や。 本 真の 気持 で 言う の やない ねんぜ。 

しし、 芝居 や。 芝居 や。 金 さえ 貰たら わい は 直き 帰つ 

て 来る。 II 蝶 子の 胸に 甘い 気持と 不安な 気持が 残つ 

た。 

翌朝、 高津 のお きん を 訪れた。 話 を 聴く と、 おきん 

は 「蝶 子 はん、 あんた 維康 さんに 欺され たはる」 と、 

さすがに 苦労人だった。 おきん は、 維康が 最初 蝶 子に 



の 店が 売りに 出て いた。 現在 年寄 夫婦が 商売して いる 

の だが、 土地柄、 客種が 柄 悪く 荒つ ぼい ので、 大人し 

い 女子 衆 は 続かず、 といって 気性の 強い 女 はこ ちらが 

なめられる といった 按配で、 ほと ほと 人手に 困って 売 

りに 出した の だとい うから、 掛け合う と、 案外 安く 造 

作から 道具 t 一 切附き 三百 五十 円で 譲って くれた。 階下 

しっくい ねと ま 

は 全部 漆喰で 商売に 使う から、 寝 泊り すると ころ は 二 

階の 四畳半 一間 あるきり、 おまけに 頭が つかえる ほど 

いんきくさ くるわ ゆ 

天井が 低く 陰気臭かった が、 廓の 住き 帰りで 人通り 

も 多く、 それに 角店で、 店の 段 取から 出入口の 取り 方 

など 大変 良かった ので、 値 を 聞くな り 飛びつ いて 手 を 



打った の だ。 新規 開店に 先立ち、 法 善 寺 境内の 正 弁 丹 

吾亭 ゃ道頓 堀の たこ 梅 を はじめ、 行き 当りば つたり に 

のれん ちょうし 

関東 煮屋の 暖簾 をく ぐって、 味 加減 や 跳 子の 中身の ェ 

合、 商売の やり 口な ど を 調べた。 関東 煮屋を やる と 聴 

いて 種吉 は、 「海老でも^！賊でも天婦羅ならゎぃに任 

も-つ い 

しとくな はれ」 と 手伝いの 意 を 申し出で たが、 柳吉 は、 

「小鉢 物 はやり まつけ ど、 天婦羅 は 出し ま へん」 と 体裁 

よく 断った。 種吉は 残念だった。 お 辰 は、 それみ たこ 

あざけ わて てつ ど 

とかと 種吉を 嘲った。 「私ら に 手伝うて もろたら 損 や 

思た はるの や。 誰が 鶴 一 文で も 無心す る もんか」 

お 互いの 名 を 一字 ずっとって 「蝶 柳」 と 屋号 をつ け、 



いよいよ 開店す る ことにな つた。 まだ 暑さが 去って い 

なかった ことと て 思いきって 生ビ— ルの樽 を 仕込んで 

いた 故、 はよ 売りき つてし まわねば 気が 抜けて わ や (駄 

目) になる と、 やきもき 心配した ほどで もな く、 よく 

売れた。 人手 を 借りず、 夫婦 だけで 店 を 切り 廻した の 

で、 夜の 十 時から 十二時 頃までの 一番た てこむ 時間 は 

眼の まわる ほど 忙しく、 小便に 立つ 暇 もなかった。 

柳吉は 白い 料理 着に 高下駄と いう 粋な 恰好で、 とき ど 

ぜにばこ のぞ ふ 

き 銭 函を視 いた。 売上 額が 増えて いると、 「いらつ 

しゃ ァぃ」 剃刀 屋 のとき と 違って 掛声 も 勇ましかった- 

俗に 「おかま」 という 中性の 流し 芸人が 流しに 来て、 



だ あくる 日 はさす がに 彼 も 蒼くな つて、 盞も 手に し 

ないで、 黙々 と 鍋の 中を搔 きま わして いた。 が、 四 五 

日た つと、 やはり、 客の 酒の 燜 をす るば かりが 能 やな 

いと 言い出し、 混ぜない 方の 酒 を たっぷり 铫 子に 入れ 

ど-つ こ つ あ 

て、 銅壺の 中へ 浸けた。 明らかに 商売に 飽 いた 風で、 

酔う と 気が 大きくな り、 自然 足 は 遊びの 方に 向いた。 

こうや しろば かま 

柑屋の 白 袴 どころ でな く、 これで は 柳吉の 遊びに 油 

を 注ぐ ために 商売 をして いるよう な もの だと、 蝶 子 は 

だんだん 後悔した。 えらい 商売 を 始めた もの やと 思つ 

とどこお 

ている うちに、 酒屋への 支払いな ども 滞 り 勝ちに な 

り、 結局、 やめる に 若かず と、 その 旨 柳吉に 言う と、 



上 塩 町の 夜店で 切 売りした ことがある。 その 頃、 蝶 子 

おやこ 

はま だ 二つで、 お 辰が 背負うて、 つまり 親 娘 三人 総出 

で、 一 晚に百 個 売れた と 種吉は 昔話し、 喜んで 手伝う 

こと を 言った。 関東 煮屋 のとき 手伝おうと 言って 柳吉 

に 撥ねつ けられた ことな ど、 根に持たなかった。 どこ 

ろか 店 びら きの 日、 筋 向いに も 果物屋が あると て、 「西 

瓜屋の 向いに 西瓜 屋が 出来て、 西瓜 同志 (好いた 同志) 

たんかい ぶし 

の 差し 向い」 と 淡 海 節の 文句 を 言い出す ほどの 上機嫌 

だった。 向い側の 果物屋 は、 店の 半分が 氷 店に なって 

いるの が 強味で 氷 かけ 西瓜で 客 を 呼んだ から、 自然、 

蝶 子た ち は、 切身の 厚さで 対抗し なければ ならな かつ 



たの か、 こっそり 郵便局の 簡易 養老保険に 一円 掛けで 

はいって いたので 五 百 円の 保険料が 流れ込ん だの だ。 

上 塩 町に 三十 年 住んで 顔が 広かった からかな リ多 かつ 

こうでん がえ 

た 会葬者に 市電の パス を 山 菓子に 出し、 香奠 返しの 義 

理も 済ませて、 なお 二百 円ば かり 残った。 それで 種吉 

は 病院 を 訪ねて、 見舞 金 だと 百 円 だけ 蝶 子に 渡した。 

親の ありがた さが 身に 沁みた。 柳吉 の 父が 蝶 子の 苦労 

を 褒めて いると 妹に 聞いた 旨 言う と、 種吉は 「そらえ 

え 按配 や」 と、 お 辰が 死んで 以来 はじめての ニコニコ 

した 顔 を 見せた。 

でよう じょ-つ 

柳吉 はやが て 退院して、 湯 崎 温泉へ 出 養生した。 費 



者 時代の 艇 引きの 名残りだった。 まだまだ 若い の だと 

そんな 話の たびに、 改めて 自分 を 見直した。 が、 心 は 

めったに 動き はしなかった。 湯 崎に いる 柳 吉の夢 を 毎 

晚 見た。 ある 日、 夢見が 悪い と 気にして、 とうとう 湯 

崎まで 出掛けて 行った。 「毎日 魚釣り をして 淋しく 暮 

している」 はずの 柳吉 が、 こと もあろう に 芸者 を 揚げ 

て 散財して いた。 むろん 酒 も 飲んで いた。 女中 を 捉え 

ね ほ 

て、 根 掘り 聴く とこ こ 一週間 余り 毎日の こと だとい う- 

そんな 金が どこから はいるの か、 自分の 仕送り は 宿の 

払いに 精一杯で、 煙草 代に も 困る だろうと 済まぬ 気が 

していた のにと 不審に 思った。 女中の 口から、 柳吉が 



キ J よえい しん かろ 

ない と、 そんな 思いやり とも 虚栄心 とも 分らぬ 心が 辛 

さん こく 

うじて 出た。 自分への 残酷め いた 快感 もあった。 

みくら あと 

柳吉と 一緒に 大阪へ 帰って、 日本 橋の 御蔵 跡 公園 裏 

に 二階 借りした。 相 変らず ャトナ に 出た。 こんど 二階 

借り を やめて 一 戸 構え、 ちゃんとした 商売 をす るよう 

になれば、 柳吉の 父親 もえら い 女 だと 褒めて くれ、 天 

めおと 

下 晴れての 夫婦に なれる だろうと はげみ を 出した。 そ 

の 父親 はもう 十 年 以上 も 中風で 寝て いて、 普通なら 

と つくに 死んで いると ころ を 持ち こたえて いる だけに ■ 

いつ 死なぬ とも 限らず、 眼の 黒い うちにと 蝶 子 は 焦つ 



を 実現す るに は、 是非 蝶 子に も 出世して もらわね ばな 

らぬ と金 八 は 言った。 千円で も 二 千円で も、 あんた の 

要る だけの 金 は 無利子の 期間な しで 貸す から、 何 か 商 

売す る 気 はない かと、 事情 を 訊くな リ、 早速 言って く 

れた。 地獄で 仏と はこの こと や、 蝶 子 は泪が 出て 改め 

て、 金 八が 身に つける もの を片ッ 端から 褒めた。 「何 

商売が よろしお まっしゃ ろか」 言葉 使 い も 丁 # だ つ た 。 

「そう やな ァ」 丸 万 を 出る と、 歌舞伎の 横で 八卦 見に 見 

て もらった。 水商売が よろしい と言われた。 「あんた 

が 水商売で わて は 鉱山 商売 や、 水と 山と で、 なん ぞこ 

んな 都々 逸ない やろ か」 それで 話 は きっぱり 決った。 



ちくおんき は-つた 

ロン 蝶 柳」 とし、 蓄音器 は 新 内、 端 唄な ど 粋 向きな の 

を 掛け、 女給 はすべ て 日本髪 か 地味な ハイカラの 娘ば 

へ た ちぢ 

かりで、 下手に 洋装した 女 や 髪の 縮れた 女な ど は 置か 

なかった。 バ— テンと いうより は 料理 場と いった 方が 

つきだ 

似合う ところで、 柳吉 はな まこの 酢の物な ど附 出しの 

小鉢 物 を 作り、 蝶 子 はしき りに 茶屋 風の 愛嬌 を 振り ま 

いた。 すべて このように 日本 趣味で、 それが かえって 

面白い と 客種 も 良く、 コー ヒ ー だけの 客な ど 居 辛 かつ 

た。 

半年 経たぬ うちに 押し も 押されぬ 店と なった。 蝶 子 

の マダム 振り も 板に ついた。 使って くれと 新しい 女給 



が 「顔見せ」 に 来れば 頭の てっぺんから 足の 先まで 素 

すじょう 

早く 一 目の 観察で、 女の 素姓 や 腕が 見抜け るよう に 

なった。 ひとり、 どうやら 臭いと 思われる 女給が 来た。 

体つ き、 身の こなしな ど、 いやらしく 男の 心 を そそる 

ようで 眼つ きも 据 つていて、 気が 進まなかった が、 レツ 

テル (顔) が 良い ので 雇い入れた。 べたべたと 客に へ 

ばりつ き、 ひそひそ 声の 口説 も 何となく 蝶 子に は 気に 

くわなかった が、 良い 客が 皆 その 女に ついて しまった 

ので、 追い出す わけに は 行かなかった。 時々、 二、 三 

時間 暇 を くれと いって、 客と 出て 行く のだった。 そん 

な ことが しばしば 続いて、 客の 足が 遠の いた。 てっき 



リ どこかへ 客 を 食わえ 込む らしく、 客 も 馴染みになる 

と わざわざ 店へ 出向いて 来る 必要 もなかつ たわけ だ。 

そのための 家 を 借りて ある こと も あとで 分った。 いわ 

ば カフェ を 利用して、 そんな 妙な 事 を やって いたの だ- 

追い出した ところ、 他の 女給た ちが 動揺した。 ひとり 

ひとり 当ってみ ると、 どの 女給 も その 女 を 見習って 一 

度なら ず そんな 道に 足 を 入れて いるら しかった。 そう 

しなければ、 その 女に 自分ら の 客 を とられて しまって 

やって 行けなかった のか も 知れぬ が、 とにかく、 蝶 子 

はぞ つ と 嫌気が さした。 その 筋に 分ったら 大変 だと、 

全部の 女給に 暇 を 出し、 新しく 温和し い 女ば かり を 雇 



い 入れた。 それで やっと 危機 を 切り抜けた。 店で 承知 

で やらすなら ともかく、 女給た ちに 勝手に そんな 真似 

をされ たら、 もう その カフェ は 駄目に なると、 あとで 

前例 も 聞かされた。 

女給が 変る と、 客種 も 変り、 新聞社 関係の 人が よく 

来た。 新聞記者 は 眼つ きが 悪い からと 思った ほどで な 

く、 陽気に 子供 じみて、 蝶 子 を 呼ぶ にも マダムで なく 

て 「おばち やん」 蝶 子の 機嫌 はすこぶ る 良かった。 マ 

スタ— こと 「おっさん」 の 柳吉も ボックスに 引き出さ 

れて 一 緒に 遊んだり、 ひどく 家庭的な 雰 M 気の 店に 

なった。 酔う と 柳吉は 「おい、 こら、 ら つきよ」 など 



らっしゃい」 駆け寄つ たのへ つんと 頭 を 下げるな リ、 

女学生 は 柳吉の 所へ 近寄って 低い 声で 「ぉ袓ハ^<さんの 

病気が 悪い、 すぐ 来て 下さい」 

柳吉と 一緒に 駆けつける 事に していた。 が、 柳吉は 

「お前 は 家に 居り ィな。 いま 一 緒に 行ったら 都合が 悪 

ぼ ぅぜ ん 

い」 蝶 子 は 気抜けした 気持で しばらく 呆然と したが、 

これ だけの こと は 柳吉に くれぐれも 頼んだ。 —— 父親 

の 息の ある 間に、 枕元で 晴れて 夫婦に なれる よう、 頼 

んで くれ。 父親が うんと 言 つたら すぐ 知らせて くれ。 

飛んで 行く さかい。 

蝶 子 は 舆服屋 へ 駆け込んで、 柳吉と 自分と 二人分の 



二十日 余り 経つ と、 種吉 のと ころへ 柳吉の 手紙が 来 

た.： "力ん 力 力 

た。 自分 ももう 四十 三 歳 だ、 一度 大患に 罹った 身で は 

そう 永く も 生きられまい。 娘の 愛に も惹 かされる。 九 

州の 土地で たとえ 職工 をして でも 自活し、 娘 を 引き 

取って 余生 を暮 したい。 蝶 子に も 重々 気の毒 だが、 よ 

ろしく 伝えて くれ。 蝶 子 もま だ 若い からこの 先 …… な 

どと あった。 見せたら こと だと 種吉は 焼き捨てた。 

十日 経ち、 柳吉は ひよ つくり 「サロン 蝶 柳」 へ 戻つ 

て 来た。 行方 を晦 ましたの は 策戦 や、 養子に 蝶 子と 別 

れ たと 見せかけて 金 を 取る 肚 やった、 親爺が 死ねば 当 

あずか 

然 遺産の 分け前に 与らねば 損 や、 そう 思て、 わざと 葬 



子の 三味線で 「太 十」 を 語り、 二等賞 を 貰った。 景品 

の 大きな 座蒲団 は 蝶 子が 毎日 使った。 

(昭和 十五 年 八月) 
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